Fukukūkyōka kan setsujo ni okeru jisedai penshirugata debaisu no zenrinshō shiken by ワカバヤシ, タイガ et al.
 
主 論 文 要 旨 
報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 内容 の要 旨 ） 






ル型（laparoscopic hybrid pencil: LHP） デバイスを開発した。 
 本プロトタイプの有効性・安全性を立証するために、ブタ腹腔鏡下肝切除における前
臨床試験が考案・施行された。対照デバイスとして、肝表層切離の際に比較的頻繁に使
用される従来型電気メス（laparoscopic monopolar pencil: LMP）および超音波凝固切開装





 LHP群はLMP群と比較し、各葉における肝切離時間は短縮（503秒 ± 142秒 vs. 1102秒 
± 366秒, P=0.001）、出血量は減少（7.9 mL ± 2.6 mL vs. 38.0 mL ± 31.5 mL, P=0.018）、
先端清掃回数（0.3回 ± 0.5回 vs. 10.8回 ± 3.5回, P<0.001）および機器交換回数は少な
かった（3.6回 ± 1.4回 vs. 27.5回 ± 10.3回, P<0.001）。またLHP群はLUS群と比較し、
ソフト凝固機器による止血回数（0.1回 ± 0.4回 vs. 11.4回 ± 4.6回, P<0.001）および同出





て、残肝の組織学的熱損傷面積（vs. LMP群: P=0.159; vs. LUS群: P=0.226）および深さ
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